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（仮称）盛岡市⾏政デジタル・トランスフォーメーション推進計画（案） 
パブリックコメント実施結果 

 
１ 意⾒募集期間 令和３年８⽉ 26 ⽇から９⽉ 14 ⽇まで 
 
２ 意⾒募集⽅法 郵便，ファックス，持参及び盛岡市公式ホームページの応募フォーム 
 
３ 受付意⾒数  10 件（３者） 
 
４ 反映区分   「Ａ」計画に盛り込むもの 

「Ｂ」計画に盛り込み済のもの 
「Ｃ」計画に盛り込まないもの 
「Ｄ」期間中に検討するもの 
「Ｅ」その他，意⾒・感想等 

 
５ 意⾒の趣旨と市の考え⽅ 

No. 意⾒の趣旨 盛岡市の考え⽅ 
反映
区分 

1 

ＤＸに参⼊を考えている企業や団体は，
先⾏事例を意識するあまり，第⼀段階と
して必要なデジタイゼーションを疎か
にしたまま，⼀⾜⾶びにＤＸまで進めよ
うとしている傾向がある。市役所が便利
になったからといって市⺠⽣活が⾶躍
的に便利になるわけではないため，⾜元
を固めるところから地道に変化してい
ってほしい。 

ＤＸの実現には，⻑期的ビジョンを持
ちながらも，短期的視点での取組を実
⾏していくことが重要であると認識し
ておりますことから，計画案に記載の
とおり，ＤＸへ向けて着実な取組を進
めてまいります。 

B 

2 

市役所のＩＣＴに関連し，市公式ホーム
ページの暗号化やサイトデザインの変
更，パブリックコメントの応募フォーム
の設置，市職員の情報セキュリティをは
じめとするＩＣＴ研修の強化，旧形式で
のデータファイルの撤廃を進めてほし
い。 

いただいた御意⾒については，関係部
署間で共有の上，今後の参考とさせて
いただきます。なお，本計画案に係るパ
ブリックコメントの応募フォームにつ
いては，御意⾒の翌⽇に設置したほか，
本計画に基づく取組の中で，情報セキ
ュリティに関する職員研修を充実する
予定としております。 

Ｅ 

3 
ＩＴ・MONO づくりを⽬指している盛
岡市が，⼈海戦術でカバーするようなア
ナログ的な提出⽅法を求めるのは残念

本市は，さまざまな⼿続きのオンライ
ン化に取り組んできたものの，アナロ
グ的な⼿続きがまだ多く残っていま

Ｂ 
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である。印刷前提の様式を配布するので
はなく，職員の集計等にもすぐ対応でき
るようなデジタル化やオンライン対応
を求めたい。 

す。計画案に基づき，オンライン化を妨
げている要因の分析，⾒直し等を⾏い，
オンライン化を進めてまいります。 

4 

特定の企業だけが地⽅のＤＸ化の恩恵
を受けることなく，また，地元企業の衰
退や雇⽤の損失等につながるような都
⼼企業への委託ではなく，地域の中⼩企
業と⼀緒に育っていくようなデジタル
社会の発展を期待する。 

御意⾒いただきましたとおり，デジタ
ル社会の実現に向けては，企業の規模
によらず，地元企業と市が⼀緒に取り
組み，ＤＸ化の恩恵を地域で循環させ
ようとする視点は重要であると認識し
ておりますので，関係部署間で共有の
上，今後の参考とさせていただきます。 

Ｅ 

5 

個⼈的に便利だと思うスマートシティ
を実現するＤＸとして，「⾃動運転の特
区を作り⾃由に乗り降りできるバスの
運⾏」「⼩規模な企業に対するイノベー
ション特区」「市役所窓⼝の分散化とオ
ンライン化」「起業後の⽀援制度の充実」
を挙げる。 

いただいた御意⾒については，関係部
署間で共有の上，今後の参考とさせて
いただきます。 

Ｅ 

6 

情報化⼈材の育成について，⽬的と成果
指標の整合性が取れていないと感じる。
研修の実施及び受講は「成果」ではなく
課題解決の「過程」でしかない。何をも
って「情報化⼈材の育成」が達成された
のかの証跡として，情報処理技術者試験
等，国家資格の取得を成果とすべきでは
ないか。 

これまで，職員が情報化に関する研修
を受ける機会は年２回程度だったこと
を鑑みると，本計画期間においては，ま
ずは⼗分な研修機会の確保が必要であ
ると考えます。受講による理解度の深
化は都度把握するとともに，業務⾒直
しへの反映等を研修の成果としてはか
ってまいります。⼀⽅で，御意⾒のとお
り，国家資格の取得を⽬標としながら，
職員が知識やスキルの向上を図ること
も有効と考えられますので，今後の参
考とさせていただきます。 

Ｄ 

7 

情報政策部⾨のリーダーとなる者は，部
下職員よりも情報技術について⾼い知
識を有しているのが当然であるから，応
⽤情報技術者試験や⾼度情報技術者試
験など，より⾼度な国家資格を保持して
いる者である必要があるのではないか。 

情報政策部⾨におけるリーダーの国家
資格の保持につきましては，外部のデ
ジタル⼈材登⽤について検討する中
で，併せて考えてまいります。 

Ｄ 

8 
マイナンバーカード発⾏に市役所窓⼝
に出向いた際，⾝⻑より低いパーティシ

御意⾒いただきました，窓⼝における
個⼈情報の保護につきましては，重要

Ｅ 
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ョンで区切った場所で個⼈情報のやり
取りを⾏っており，情報セキュリティ対
策が⾮常に⽢いと感じた。盗み⾒等の対
策ツール活⽤を検討してはどうか。 

な課題であると認識しておりますこと
から，今後の参考とさせていただきま
す。 

9 
 

市役所内部組織のみで構成される推進
体制となっており，利⽤者視点での使い
⽅を基にシステム設計するといった，外
部のデジタル⼈材などの専⾨的な知⾒
が反映されていないように思われる。 

本計画において推進するのは，業務シ
ステムの標準化や⼿続きのオンライン
化を柱とする「市役所（⾏政）のＤＸ」
となるため，内部の部局横断組織が中
⼼となりスタートしております。また，
計画に基づく取組の中において，業務
フローの改⾰・改善も図ることとして
おりますので，利⽤者視点での検討と
なるよう，外部の専⾨的知⾒の有⽤性
と併せて考えてまいります。 

Ｅ 

10 
 

ＯＣＲ※に⾔及するなど「紙」を前提とし
た計画となっており，アナログな媒体に
頼らないような業務の根本的⾒直しが
含まれておらず，「ＤＸ」というより単な
る「電⼦化」を⽬指す計画のように思え
る。盛岡市版デジタル庁のような計画を
望む。 
※ＯＣＲ：画像や⼿書き⽂字，印刷された⽂字等をス
キャナやデジタルカメラによって読み取り・抽出し，
コンピューターが利⽤できるデジタル⽂字コードに
変換する技術のこと 

紙媒体を必要とする市⺠も少なからず
いる現状を踏まえ，まずは，ＩＣＴの活
⽤を図りながらデータを利活⽤する基
盤を着実に整えていく段階にあると考
えております。「ＤＸ」には⼀⾜⾶びに
進めるものではなく，⼿続きオンライ
ン化やシステム標準化の取組を進める
中で⽣じる業務の⾒直しを契機とし
て，単なる電⼦化を超える「変⾰」を⽬
指してまいります。 

Ｅ 

 


